
第３４回 道央クラブバレーボール連盟　９人制会長旗争奪大会

　平成28年4月17日(日)　札幌白石区体育館
　　開場 8:45 代表者会議 9:15 開会式 9:45 競技開始予定 10:15
　　　　　（体育室は 17:00 ～ 21:00 まで延長あり）
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　【 成績結果 】
男 子 の 部 優勝　ＢＡＴＴＬＥ（札幌市） 準優勝　ＳＵＮＳ（札幌市）
女 子 の 部 優勝　かれん（恵庭市） 準優勝　ＢＡＴＴＬＥ（札幌市） ３位　札幌中央クラブ（札幌市）
４号球 の 部 優勝　爽和クラブ（江別市） 準優勝　北　栄（札幌市） ３位　ＺＥＲＯ（札幌市）　　　
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2ﾁｰﾑのみの参加のため2回戦により行われた9人制男子
の部。1試合目は序盤から互いにﾐｽも出て波に乗りきれな
いでいたが,次第にBATTLEが9番田垣,3番原両ｴｰｽの活
躍と7番北嶋の巧みなﾌﾟﾚｰで粘るSUNSを振り切り勝利し
た。2試合目もBATTLEは4番北澤7番北嶋のﾄｽ回しが冴
え,攻撃陣が勢い良く攻め立てる。対するSUNSも粘りのﾚ
ｼｰﾌﾞから必死に3番岡山,16番杉本の両ｴｰｽにﾎﾞｰﾙを集
めるが、BATTLEのﾚｼｰﾌﾞを崩すまでには至らず,この試合
もBATTLEが勝利し,3年連続4回目の優勝を飾る。(佐藤充

予選ﾘｰｸﾞではかれんがｽﾄﾚｰﾄで勝利したが,決勝戦はど
のように・・・。
1ｾｯﾄ目主導権を握ったのはかれんであった。BATTLEは
あらゆるﾎﾟｼﾞｼｮﾝより攻撃を仕掛けるが,かれんの守備がそ
れを許さず,逆にﾚｼｰﾌﾞから攻撃陣に上手く繋ぎ,巧みな攻
撃で徐々に点差を広げこのｾｯﾄを先取する。2ｾｯﾄ目の序
盤はかれんにﾐｽが目立ち,BATTLEが優位に試合を進め
る。だが次第に修正し持ち前の守備力で点差を縮め効果
的なｻｰﾌﾞも出たかれんが中盤以降逆転し最後もｻｰﾋﾞｽｴｰ
ｽで21点目を挙げこのｾｯﾄも連取し5年ぶり8回目の優勝を
飾る。(佐藤充昭)

当連盟で初陣となる北栄と実績十分の爽和ｸﾗﾌﾞとの決勝
戦。互いに譲らず1ｾｯﾄ目序盤より接戦となる。互いのｴｰｽ
の活躍と安定した粘りあるﾚｼｰﾌﾞで終盤までもつれるが,最
後の最後に得点を連取した爽和ｸﾗﾌﾞがこのｾｯﾄを先取す
る。2ｾｯﾄ目は逆に高さの有るﾌﾞﾛｯｸが要所で出た北栄が
ﾍﾟｰｽを握り点差を広げる。しかし中盤よりそれに対応した
爽和ｸﾗﾌﾞが徐々に追い上げ,13番阿部の活躍も重なって
一気に逆転し,このｾｯﾄも連取し4年ぶり5回目の優勝を飾
る。(佐藤充昭)
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